
●講義の概要
　マクロ経済学はミクロ経済学とは異なり、国内総生産、消費、
投資、貯蓄など集計された諸変数間の因果関係を分析するこ
とを意図する。マクロ経済システムは、一般的には、マクロ
的諸変数の相互依存の体系として定義できるが、具体的なあ
る時代および状況の下では、特定の諸変数間の因果関係に着
目し、分析することによって、その時代・状況に固有の経済
的課題を発見し、その解決法を提示することが可能となる。

●講義の到達目標
　経済成長や景気変動が生じる原因を理解できるようになり、
政府による様々な政策の意図やその効果の程を予測できるよ
うになる。

●講義計画
第 1 回：マクロ経済学とミクロ経済学
第 2 回：経済循環
第 3 回：GDPについて（所得会計）
第 4 回：消費関数
第 5 回：投資関数
第 6 回：均衡所得の決定
第 7 回：乗数理論
第 8 回：労働市場分析
第 9 回：労働市場と財市場
第10回：失業問題をめぐって　①古典派の解釈
第11回：失業問題をめぐって　②ケインズの解釈
第12回：貨幣の機能と流動性選好
第13回：LM曲線
第14回：IS曲線
第15回：LM・IS分析、まとめ

●成績評価基準と方法
　授業テーマへの取組み状況、発表、レポートによる総合評
価

●テキスト又は参考文献
　─参考文献─
・吉川　洋『マクロ経済学』現代経済学入門シリーズ　岩波
書店
・中谷　巌『入門マクロ経済学』日本評論社
・N.グレゴリー・マンキュー著　足立英之　他訳『マクロ経
済学Ⅰ』東洋経済新報社
・小野善康著『景気と経済政策』岩波新書

●受講上の留意点
　授業およびディスカッションへの積極的参加を望む。
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●講義の概要
　ミクロ経済学は、現実の経済問題を解明するうえで有効な
理論的武器です。たとえば、公益サービスの提供、これに関
わるコストと便益、さらに地域活性化に不可欠といってよい
起業とそれに関連する新規参入と障壁問題などは、地域の維
持・発展に関わる問題です。本講義では、これら諸問題の解
明にミクロ経済分析がどのように適用され、どの程度有効か
を論じることによって、理論の適切な応用の方法を学びます。

●講義の到達目標
　ミクロ経済学の理論的思考を修得し、自らの研究課題に応
用することができることを目標とする。

●講義計画
第 1 回：資源配分問題と市場機構
第 2 回：市場均衡
第 3 回：消費者の行動分析
第 4 回：生産者の行動分析
第 5 回：完全競争市場と不完全競争市場
第 6 回：市場取引の効率性とパレート最適性
第 7 回：余剰概念とその応用
第 8 回：市場の失敗・・公共財
第 9 回：市場の失敗・・外部性
第10回：公共サービスの供給と需要
第11回：公共料金の決定
第12回：製品差別化と参入障壁
第13回：情報の非対称性と逆選択
第14回：新規参入と情報問題
第15回：ミクロ経済学の応用可能性と課題

●成績評価基準と方法
１．評価方法
　授業への参加度を50％、報告・発表を20％、レポートを
30％として、成績を評価します。
２．評価基準
１）毎回のテーマについて論点を適切に理解し、説明するこ

とができるか。
２）ミクロ経済学の応用方法を理解し、諸問題への解決に導

くことができるか。

●テキスト又は参考文献
　参考文献
　神取道宏『ミクロ経済学の力』日本評論社　2014年
　奥野正寛編著『ミクロ経済学』東京大学出版会　2008年
　片山隆男『消費の経済分析』勁草書房　2004年
　奥野信宏『公共経済学　第3版』岩波書店　2008年
　教材は、適宜、配布します

●受講上の留意点
　講義前に教材を渡し、準備すべきことを指示しますので、
必ず予習をしてください。また、講義後ノートを整理して理
解できない箇所は質問してください。
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